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来週の投資戦略（8/17-21）
国内経済指標などに注目

2026 年 8 月 16 日

小松 徹

注目事項 － 見所

米国企業決算 ― ホームデポ、ウォルマートなど。

8 月 17 日、4-6 月期の実質 GDP 成長率 ― 前期比+0.5％？
8 月 19 日、6 月の機械受注（船舶・電力を除く民需） ― 前月比+7.8％？
8 月 20 日、前回の連邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨―利上げ、見送り議論は？
8 月 21 日、7 月の全国消費者物価指数 ― 前年比+1.9％、コアコアも+1.9％？

株式市場見通し

先週のわが国の株式市場はほぼ全面高となった。米国 AI・半導体銘柄の続伸、為替相
場の落ち着きなどで、好業績銘柄が買われた。日経 225 の上昇率が 4.7％と TOPIX の
3.0％を上回った。リクルートホールディングス（6098）が 4-6 月期営業増益 66％と
２四半期連続高増益率を出し、株価は週間で 25％上昇。ネクソン（3659）が期末配当
金を 13.8 倍にすると発表、買い注文が殺到した。アドバンテスト（6857）は６月 22
日に付けた高値を超す反発力を見せた。来週はわが国の経済指標、米国企業決算、前
回 FOMC 議事要旨に注目している。

月曜日発表の 4-6 月期の実質 GDP 成長率が前期比+0.5％と予想されている。一見高
いと感じるのは、原油輸入が大幅減（マイナス項目の減）とエアコン、自動車減税の
特需によるためだ。城内大臣が高市政権の成果だと強調すれば、逆に早期利上げを期
待させることになり、後でお叱りを受けるか。水曜日発表の 6 月機械受注（船舶・電
力を除く民需）が前月比+7.8％、前年比+10.3％と予想されている。金曜日発表の 7 月
の全国消費者物価指数が前年比+1.9％（コアコアも+1.9％）と上昇する。これら一連
の数値は株式市場には好材料だが、来月日銀が利上げをどう判断するか。

来週の米国企業決算は火曜日のホームデポ、トール・ブラザーズ、木曜日のウォルマ
ートなど。このうち、住宅関連企業の業績は厳しい。一方、ウォルマートへの注目度
は高い。5-7 月期決算では売上高が前年比+5％、一株当たり利益（EPS）が+７％と予
想されている。先週末、7 月の米国小売売上高が予想に反して前月比マイナス 0.6％と
個人消費の弱さを示した。これにはアマゾンプライムデーの前倒しによる反動減や税
金還付終了も一因とされている。ウォルマートは AI 宣言をして昨年ナスダックに上
場した。AI を駆使した効果が加速しているか。

最後に米 FOMC について。水曜日に前回分の議事要旨が発表される。各理事の個別会
見では利上げを主張する者が複数いるが、他の委員はどう見ているか。ウォーシュ連
邦準備理事会（FRB）議長は曖昧戦略を取っているが、議事要旨にはどう出ているか。
話は変わるが、米国で運用会社がキオクシアホールディングス（285A）のレバレッジ
型 ETF の上場を申請した。短期間で大きく儲ける（あるいは大損する）ことしか考え
ていない。今の東証改革とは真逆だと思う。リスクを高めるだけなので、絶対反対だ。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期大幅増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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